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概要 
菅平高原実験センターでは 2009 年度から「菅平

生き物通信｣を発行している。現在上田市(旧上田市
および旧真田町)を中心とした約 35,000 世帯に配
布されている「菅平生き物通信｣について報告する。 
 
キーワード：社会貢献、広報誌 

１．はじめに 
長野県上田市菅平高原に位置する菅平高原実験セ

ンター(以下：センター)は 1934 年に東京文理科大
学附属菅平高原生物研究所として創設された。その
後、東京教育大学理学部附属となり、1977 年筑波大
学菅平高原実験センターを経て現在に至る。 
地元の方には「文理科｣、「教育大｣、「筑波｣と呼

ばれ親しまれてきた。しかし、地元の方々と交流の
中で、多くの方はセンター内に何があり、どのよう
な人がいて、どのような活動が行われているかは知
られていないことがわかった。 
そのため、2009 年のセンター創設 75 周年記念事

業の一環として、センターの広報誌を発行すること
となった。 

２．編集について 

2.1  創刊号～第 6 号まで 
2009 年 6 月のセンター連絡会で初めて広報誌の

発行が検討され、若手数名でワーキンググループを
作った。ワーキンググループで広報誌のタイトルが
相談され、生物関係のセンターであることから「菅
平生き物通信｣(以下：「通信｣)となった。内容はセ
ンターの説明、個人の研究について、観察会のお知
らせなど自然に関することであれば良いことになり、
記事はセンターの教職員が交代で執筆することに
なった。サイズは B4 表裏とし、文字の大きさ等は
編集を行い適切なサイズに調整することとなった。
そして 3 ヵ月に一度、菅平地区約 350 世帯を対象
に、新聞折り込みとして発行することになった。 
編集作業は技術職員室が担当し、Microsoft wordを  

使用して行った。全体をいくつかのブロックに分け、
大まかな内容を決め、教職員に担当を依頼し記事を
集めた。タイトルはじめ、文中のイラストなども描
き文章量や読みやすさなど比較して、フォントサイ
ズやイラストのサイズ等を決めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 生き物通信創刊号(表) 
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創立 75 周年記念  
菅平高原実験センター 一般公開 
 当センターは、本年 10 月 12 日に創立
75 周年を迎えます。当センターの発展を
見守ってくださった地元の方々に感謝
の気持ちを込めて、公開日を設けさせて
いただきました。通常は非公開にしてい
る大明神の滝までのツアーや、樹木園の
休日ガイドを行う予定です。お気軽にぜ
ひお越しください！ 
日時：10 月 4 日（日）午前 10 時～4時 
場所：筑波大学菅平高原実験センター 
参加料：無料（申込不要） 
  
 
 
 
 
 
 

．．．

皆様も何度か見かけたことがあると思います。道端
でボーッとしていたり、畑の中にいたり…。実は当セ
ンターの敷地内にもカモシカが住んでいます。そんな
カモシカですが… 
 正式和名はニホンカモシカ。偶蹄

ぐうてい
目ウシ科ヤギ

亜科に属し、シカを名乗っていながらウシの仲
間です。 

 日本の固有種（日本だけで生息、育成、繁殖し
ている生物学上の種）。 

 オスもメスも角があります。シカじゃないから
角は生えかわらないし、枝分かれもしません。 

 角や体、顔などでオス・メスの見分けは困難。 
 基本的には単独行動で、ナワバリを持ちます。 
 耳や鼻は良いが、眼は悪い。上の歯は無い。 
 皮は水を通さず保温性が高い 
ので腰当てには最適らしい。 

 1955 年、3000 頭まで減少し 
たため国の特別天然記念物 
に指定されました。（金井） 
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図 2. 生き物通信創刊号(裏) 

 
創刊号(図 1 、図 2 )は 2008 年 8 月 15 日付で

発行した。センターで印刷したものを有限会社東郷
堂(以下:東郷堂)菅平営業所に持ち込み、新聞折り込
みとしての配布を依頼した。創刊号の発行は「セン
ター創設 75 周年記念事業｣の一つ、センターオープ
ンデー(2009 年 10 月 4 日開催)の告知のため、こ
の時期になった。 
その後、第 2 号は初めて行われたセンターオープ

ンデーの紹介など記事が多く集まったため 2 枚組
での発行となった。第 2 号からは東郷堂のご厚意で
東郷堂に印刷をお願いすることになった。これは第 
2 号の発行・配布について東郷堂との打ち合わせの
際に、東郷堂がセンターの予算では大々的に印刷・
配布できないことを知り、協力に名乗りを上げてい
ただいたためであった。センターは用紙とデータを
準備し、東郷堂は印刷と配布を担当することとなっ
た。また、第 2 号からは配布数も増えた。東郷堂に
より菅平地区約 350 世帯の他に、真田地域の一部な
ど約 4,500 世帯に新聞折り込みとして配布された。
この他にも上田市内の公民館や上田市教育委員会、
周辺市町村の公立図書館などにも郵送したり、ポス
ティングを行った。 
第 4 号から第 6 号は東郷堂のますますのご厚意

があり、裏映りしない用紙を用意していただけるこ
とになった。このためセンターでは記事集めと、編
集が大きな仕事になった。センターで用いていた紙
は裏映りがあり、読みにくい部分もあったが、東郷
堂に用意していただいた紙は裏映りが少なく、非常
に読みやすい紙だった。第 5 号からは編集担当者が
変わり、新しい企画なども採用しながら、より親し

みやすく、楽しい「通信｣になるように紙面を工夫し
た。第 6 号からは学生にも記事を依頼するように
なった。 

2.2 第 7 号以降 
 東郷堂に協力していただいた「通信｣は第 7 号(図 
3 、図 4 )からさらに大きな変化を迎えた。 
 第一に B4 表裏の紙面構成だったものが B4 表
と裏半分になった。これは東郷堂が新聞の休刊日の
前日に出していた「休刊日のお知らせ｣と「通信｣を
一枚にまとめるためで、｢通信｣が紙面の 3/4 を使用
し、残りの 1/4 に「休刊日のお知らせ｣などの東郷
堂からのお知らせを掲載することになった。これに
より、今まで約 4,500 世帯に配布されていた「通信｣
は東郷堂の営業範囲約 35,000 世帯に配布されるこ
とになった。 
次に「休刊日のお知らせ｣と組むこととなったため、

発行回数も大幅に増えた。新聞の休刊日はおよそ年 
10 回あり、その内の 5 月と 8 月を除いた月、つま
り年 8 回の発行となった。5 月は大型連休、8 月は
お盆休みがあり東郷堂で紙面を使用するために「通
信｣は休刊となった。 
さらに「休刊日のお知らせ｣は編集作業を株式会社

サンビーム(以下：サンビーム)が行っているため、
原稿の最終調整をサンビームと協力して行うことに
なった。 
文章量が変わったため、紙面構成も変更した。特

に以前は定期的なコーナーやコラムがあったが、そ
れらを廃止し、自由に執筆できるようにした。 
発行回数は増えたが、休刊日の前日に発行される
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図 1. 生き物通信創刊号(表) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 生き物通信創刊号(裏) 

 
創刊号(図 1 、図 2 )は 2008 年 8 月 15 日付で

発行した。センターで印刷したものを有限会社東郷
堂(以下:東郷堂)菅平営業所に持ち込み、新聞折り込
みとしての配布を依頼した。創刊号の発行は「セン
ター創設 75 周年記念事業｣の一つ、センターオープ
ンデー(2009 年 10 月 4 日開催)の告知のため、こ
の時期になった。 
その後、第 2 号は初めて行われたセンターオープ

ンデーの紹介など記事が多く集まったため 2 枚組
での発行となった。第 2 号からは東郷堂のご厚意で
東郷堂に印刷をお願いすることになった。これは第 
2 号の発行・配布について東郷堂との打ち合わせの
際に、東郷堂がセンターの予算では大々的に印刷・
配布できないことを知り、協力に名乗りを上げてい
ただいたためであった。センターは用紙とデータを
準備し、東郷堂は印刷と配布を担当することとなっ
た。また、第 2 号からは配布数も増えた。東郷堂に
より菅平地区約 350 世帯の他に、真田地域の一部な
ど約 4,500 世帯に新聞折り込みとして配布された。
この他にも上田市内の公民館や上田市教育委員会、
周辺市町村の公立図書館などにも郵送したり、ポス
ティングを行った。 
第 4 号から第 6 号は東郷堂のますますのご厚意

があり、裏映りしない用紙を用意していただけるこ
とになった。このためセンターでは記事集めと、編
集が大きな仕事になった。センターで用いていた紙
は裏映りがあり、読みにくい部分もあったが、東郷
堂に用意していただいた紙は裏映りが少なく、非常
に読みやすい紙だった。第 5 号からは編集担当者が
変わり、新しい企画なども採用しながら、より親し

みやすく、楽しい「通信｣になるように紙面を工夫し
た。第 6 号からは学生にも記事を依頼するように
なった。 

2.2 第 7 号以降 
 東郷堂に協力していただいた「通信｣は第 7 号(図 
3 、図 4 )からさらに大きな変化を迎えた。 
 第一に B4 表裏の紙面構成だったものが B4 表
と裏半分になった。これは東郷堂が新聞の休刊日の
前日に出していた「休刊日のお知らせ｣と「通信｣を
一枚にまとめるためで、｢通信｣が紙面の 3/4 を使用
し、残りの 1/4 に「休刊日のお知らせ｣などの東郷
堂からのお知らせを掲載することになった。これに
より、今まで約 4,500 世帯に配布されていた「通信｣
は東郷堂の営業範囲約 35,000 世帯に配布されるこ
とになった。 
次に「休刊日のお知らせ｣と組むこととなったため、

発行回数も大幅に増えた。新聞の休刊日はおよそ年 
10 回あり、その内の 5 月と 8 月を除いた月、つま
り年 8 回の発行となった。5 月は大型連休、8 月は
お盆休みがあり東郷堂で紙面を使用するために「通
信｣は休刊となった。 
さらに「休刊日のお知らせ｣は編集作業を株式会社

サンビーム(以下：サンビーム)が行っているため、
原稿の最終調整をサンビームと協力して行うことに
なった。 
文章量が変わったため、紙面構成も変更した。特

に以前は定期的なコーナーやコラムがあったが、そ
れらを廃止し、自由に執筆できるようにした。 
発行回数は増えたが、休刊日の前日に発行される

  
   

 

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
大
き
な

夢
を
描
き
、そ
の
実
現
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
す
。

 

私
の
専
門
分
野
は
細
胞
が

増
殖
す
る
上
で
不
可
欠
な
細

胞
分
裂
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分

子
レ
ベ
ル
で
解
明
す
る
こ
と

で
す
。そ
ん
な
細
胞
生
物
学
者

が
な
ぜ
菅
平
高
原
実
験
セ
ン

タ
ー
長
に
な
っ
た
の
か
、不
思

議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。私
は
筑
波
大
学
の
生
物

学
類
が
世
界
に
誇
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
は
菅
平
高
原
実

験
セ
ン
タ
ー
と
下
田
臨
海
実

験
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。私
は
山
地
が
多
い

島
国
日
本
に
と
っ
て
高
原
と

山
岳
そ
し
て
海
洋
は
生
物
学

研
究
の
ま
た
と
な
い
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。菅
平
高
原
実
験 

セ
ン
タ
ー
と
下
田
臨
海
実
験

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
と
発
展

は
私
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ

ー
は
、私
が
東
北
大
学
か
ら
招

聘
し
た
稲
葉
一
男
教
授
の
尽

力
で
全
国
共
同
利
用
施
設
と

な
り
、順
調
に
発
展
し
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
菅
平
高
原
実
験

セ
ン
タ
ー
も
３
名
の
若
手
教

員
が
加
わ
り
人
的
基
盤
は
準

備
で
き
ま
し
た
。今
後
は
こ
の

素
晴
ら
し
い
立
地
条
件
を
十

二
分
に
生
か
し
、菅
平
高
原
実

験
セ
ン
タ
ー
を
山
岳
フ
ィ
ー

ル
ド
の
研
究
拠
点
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め

に
も
地
元
自
治
体
と
の
協
力
、

中
部
山
岳
を
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
に
す
る
岐
阜
大
学
、信
州
大

学
、筑
波
大
学
の
３
大
学
連
携

は
不
可
欠
で
す
。赴
任
以
来
私

は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
実
現

し
て
本
セ
ン
タ
ー
を
世
界
の

菅
平
高
原
実
験
セ
ン
タ
ー
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

初
め
ま
し
て
、筑
波
大
学
菅

平
高
原
実
験
セ
ン
タ
ー
事
務

係
長
の
井
出
で
す
。出
身
は
同

じ
県
内
の
南
佐
久
郡
川
上
村

で
す
。
私
は
、
高
校
を
卒
業
と

同
時
に
筑
波
大
学
の
前
身
で

あ
る
東
京
教
育
大
学
に
就
職

し
、教
育
大
学
の
閉
学
と
な
る

昭
和
53
年
ま
で
主
に
経
理
事

務
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。筑

波
大
学
に
異
動
と
な
っ
て
か

ら
は
、学
内
の
異
動
で
大
学
附

属
病
院
の
医
事
課
外
来
・
入
院

な
ど
で
患
者
さ
ん
と
の
対
応

等
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。菅
平
に
人
事
異
動
で
赴

任
し
た
の
は
10
年
前
の
平
成

11
年
４
月
で
し
た
。
こ
の
10

年
、自
然
豊
か
な
こ
の
菅
平
で

の
生
活
は
本
当
に
充
実
し
た

も
の
で
し
た
。
地
元
菅
平
の

方
々
と
触
れ
合
え
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
は
大
事
な
大
事

な
宝
物
で
す
。 

「
菅
平
生
き
物
通
信
」 

発
行
に
あ
た
っ
て 

 

生
物
学
の
時
代
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
21
世
紀
で
す

が
、
我
々
の
身
の
回
り
で
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の

激
変
に
よ
り
貴
重
な
動
植
物

の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。地
球
温
暖
化
に
対
す
る
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、各
国
の
足
並
み
は
そ

ろ
い
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
の
で
し

ょ
う
？
私
が
思
う
に
人
類
が

動
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、傍

若
無
人
に
行
動
し
て
い
る
こ

と
が
現
在
の
危
機
を
招
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。我
々
は
生

物
で
あ
り
、環
境
に
依
存
す
る

存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。己
自

身
を
知
り
、我
々
を
育
ん
だ
大

自
然
を
理
解
す
る
た
め
に
は

生
物
学
を
勉
強
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。分
子
生
物
学
全
盛

の
現
代
で
す
が
、
種
の
進
化
、

生
物
多
様
性
、生
物
と
環
境
の

か
か
わ
り
合
い
を
理
解
す
る 

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。筑

波
大
学
菅
平
高
原
実
験
セ
ン

タ
ー
の
研
究
の
テ
ー
マ
は「
生

物
進
化
に
よ
っ
て
生
物
多
様

性
が
い
か
に
し
て
生
み
出
さ

れ
た
の
か
？
」
そ
し
て
「
生
物

と
環
境
が
ど
の
よ
う
に
係
り

合
っ
て
い
る
か
？
」を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。菅
平
は
こ

れ
ら
の
研
究
を
進
め
る
う
え

で
最
高
の
環
境
で
す
。地
元
の

皆
さ
ま
に
本
セ
ン
タ
ー
の
研

究
目
標
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

こ
の
広
報
新
聞
を
発
行
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
致
し
ま
す
。 

（
沼
田
）

ご
意
見
、ご
感
想
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。投
稿
も
大
歓
迎
で

す
。身
近
な
自
然
に
関
す
る
素

朴
な
疑
問
や
、調
べ
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
、な
ん
で
も
当
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

道
端
か
ら
森
の
中
の
方
に
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
道
ば

た
の
明
る
い
と
こ
ろ
に
は
ク
サ

フ
ジ
が
咲
い
て
い
ま
す
し
、
木

陰
の
薄
暗
い
と
こ
ろ
で
は
、
キ

ツ
リ
フ
ネ
が
つ
ぼ
み
を
つ
け
始

め
ま
し
た
。
生
き
物
は
自
分
が

得
意
な
環
境
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
今
度
は
山
の
ふ
も
と
か
ら

頂
に
向
か
っ
て
い
く
と
、
ふ
も

と
か
ら
順
に
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、

シ
ラ
カ
バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
見

ら
れ
ま
す
。
生
き
物
に
は
、
得

意
な
標
高
が
あ
る
の
で
す
。 

し
か
し
中
に
は
、
ど
ん
な
標

高
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
万
能

選
手
の
よ
う
な
植
物
が
い
ま 

す
。
そ
の
極
め
つ
け
と
も
い
え

る
の
が
、
私
達
が
研
究
し
て
い

る
ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
で
す
。
ミ

ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
は
キ
ャ
ベ
ツ
や

ナ
ズ
ナ
の
仲
間
で
、
標
高
30
ｍ

の
富
山
空
港
に
生
え
て
い
る
か

と
思
え
ば
、
標
高
３
０
０
０
ｍ

近
い
白
馬
岳
で
も
風
雪
に
耐
え

て
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
私
達
人
間
も
、
熱
帯
の

森
か
ら
砂
漠
や
北
極
に
ま
で
生

活
圏
を
広
げ
て
き
た
、
万
能
選

手
の
最
た
る
も
の
で
す
。
３
０

０
０
ｍ
の
山
小
屋
に
も
人
は
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

暮
ら
し
は
、
下
界
か
ら
物
資
や

食
糧
を
上
げ
る
こ
と
で
成
り
立 

  
  

  
  
 

 

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ミ
ヤ
マ

ハ
タ
ザ
オ
は
自
分
の
力
で
、
高

山
で
子
孫
を
残
し
ま
す
。
そ
の

意
味
で
は
、
標
高
に
対
す
る
万

能
性
は
、
ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
に

軍
配
が
上
が
る
で
し
ょ
う
。 

ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
が
、
低
い

と
こ
ろ
で
も
高
い
と
こ
ろ
で
も

暮
ら
せ
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
し

ょ
う
か
。
当
セ
ン
タ
ー
の
恩
田

義
彦
さ
ん
と
私
は
、
様
々
な
標

高
に
棲
む
ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ

が
、
ど
ん
な
困
難
と
闘
っ
て
生

き
て
い
る
の
か
、
そ
の
困
難
に

打
ち
克
つ
た
め
に
、
ど
ん
な
性

質
、
ど
ん
な
遺
伝
子
を
進
化
さ

せ
て
き
た
の
か
を
調
べ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
研
究
は
、
生
き

物
が
ど
う
や
っ
て
様
々
な
環
境 

に
進
出
し
て
き
た
の
か
と
い
う

進
化
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ
と 

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
球
が
温
暖 

化
す
る
時
に
生
き

物
が
ど
う
な
る
の
か 

を
予
測
し
、
対
策
を 

考
え
る
ヒ
ン
ト
を
、 

見
つ
け
る
こ
と
が 

       

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
が
、
一
番
は
じ
め
の

植
物
探
し
が
も
う
、
か
な
り
高

い
ハ
ー
ド
ル
な
ん
で
す
。
ミ
ヤ

マ
ハ
タ
ザ
オ
は
低
い
所
か
ら
高

い
所
ま
で
い
ま
す
が
、
ど
こ
に

で
も
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
岩
の
隙
間
や
、
崖
崩
れ
の

跡
な
ど
、
他
の
植
物
が
生
え
な

い
よ
う
な
ご
く
限
ら
れ
た
と
こ

ろ
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
植
物
を
見
つ
け
る
に
は
、

各
地
の
博
物
館
や
植
物
園
に
あ

る
、
多
く
の
方
が
こ
れ
ま
で
に

採
り
貯
め
て
く
だ
さ
っ
た
貴
重

な
植
物
標
本
の
採
集
地
情
報
が

役
立
ち
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ミ

ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
が
過
去
に
採
集

さ
れ
た
場
所
に
行
っ
て
み
て

も
、
も
う
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
開
発
に
よ
っ 

て
以
前
と
は
様
変
わ
り
し 

て
し
ま
っ
た
場
所
も
あ
り 

ま
す
。
ま
た
、
崖
崩
れ
の 

跡
に
は
次
第
に
自
然
に
柔 

ら
か
い
土
が
積
も
り
、
多 

く
の
植
物
が
生
え
て
き
ま 

す
。
そ
う
な
る
と
、
ミ
ヤ

マ
ハ
タ
ザ
オ
は
姿
を
消
し
ま

す
。
ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
は
長
い

目
で
見
る
と
、
住
む
場
所
を

転
々
と
変
え
る
渡
り
鳥
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
も
ミ
ヤ
マ

ハ
タ
ザ
オ
に
似
た
植
物
を
見
つ

け
た
ら
、
ぜ
ひ
私
達
に
教
え
て

下
さ
い
。（
写
真 

恩
田
義
彦
）  

自然の岩場で咲く。 

道路脇に生えていることも。 

白い花にはハエやアブがや
ってくる。 

セ
ン
タ
ー
長 

教
授 

沼
田 

治 

係
長 

井
出 

和
夫 
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ため、予定が立てやすくなった。年間スケジュール
が判明するため、記事の担当者をあらかじめ決める
ことができるようになった。先生方への記事の依頼
を実習の予定などと相談しながら行えるようになっ
た。また執筆した回数が目に見えるようになったた
め、記事の依頼をしやすくなった。 
第 7 号からの打ち合わせを進める中で、東郷堂か

ら要望が一つ挙げられた。それは夏休み前の「通信｣
に「自由研究特集をお願いしたい。｣ということだっ
た。東郷堂の考える自由研究特集とは、小中学生の
夏休みの自由研究のネタやポイントをまとめた特集
号のことだった。 
第 9 号までは Microsoft word を用いて編集作業

を行っていたが、サンビームの担当者と打ち合わせ
を進めるなかで、お互いの編集ソフトの違いから作
業に無駄が生じていることが指摘された。今後の発
行について検討した結果、編集ソフトの新規購入を
決めた。サンビームに相談し、Adobe 社 の Indesign 
を購入した。 
第 10 号(図 5 、図 6 )からは Indesign を使用し

て編集作業を開始したが、当初は使用方法が十分に
習得できず、編集作業に多くの時間が必要となった。
また、この第 10 号は東郷堂から要望のあった「自
由研究特集号｣とした。第 10 号はセンターの多くの
学生に協力していただき、普段の紙面構成とは大き
く異なり、自由研究のネタやコツを記事にまとめた。
留学生にも記事を書いていただき、英文のまま掲載
したが、英文についての評価は良くなかった。 

Indesign の使用方法は、参考資料を見てもなかな
か習得できなかったため、サンビームの担当者にセ
ンターまで足を運んでいただき、使用方法等を教え 

 
ていただいた。その甲斐もあり最低限の使い方を習
得することができた。現在では、基本の形も定まり、
編集作業にも多くの時間を割かれることはなくなっ
た。Microsoft word では図や写真を挿入し、移動す
るたびに文章全体が移動し、そのバランスを修正す
ることに非常に時間が必要となっていた。しかし、
Indesign ではそのようなトラブルはなく、行間や
フォントの調整、図などのサイズ変更などの作業も
ストレスなく行うことが出来た。また、題字には手
書き風のフォントを生かしたまま背景を入れること
もできるようになった。 

３．記事について 
創刊号から第 8 号までの発行間隔は 3 ヵ月程度

で時間的余裕もあったため、特に記事の担当者の予
定を考えることはせずに、希望者を募り記事をお願
いしていた。技官室で小さなコラムを担当し、その
掲載・非掲載で記事の不足分を調整しながら編集を
進めていた。しかし第 9 号からは発行予定が決まっ
ていたため、前もって記事の担当者を決めることに
した。休刊日の予定と東郷堂の要望と実習の年間ス
ケジュールを参考に第 14 号までの担当者を決め
た。以降、年末が近づき東郷堂から翌年の休刊日の
予定が届くと発行予定が決まり、記事の担当者を決
めるようになった。 
記事の依頼は「字数｣、「締切｣、「関連する写真

もしくは絵｣、「掲載予定箇所｣を伝えている。一度
連絡を出すだけで上手く集まることはないため、二
度三度と連絡を出すようにしている。また、センター
を良く利用している先生方や、卒業研究等で滞在し
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ている卒研生にも依頼している。特にセンターに初
めて長期滞在する方には研究内容や自己紹介、好き
なことなどを書いていただくようにしている。 
また、担当者の記事が間に合わないこともあるた

め、記事のストックを作るようにしている。今まで
も何度かこのストックを使用して、窮地を脱してい
る。このストックはいろいろな方にお願いしている
が、順調には集まらず、技術職員自らが執筆するこ
ともある。 

４．その他 
2009 年度よりセンターは社会貢献活動にも力を

入れている。その社会貢献活動の一環で知り合った
中に「週刊上田新聞社｣がある。「週刊上田新聞社｣
は上田地域のミニコミュニティー誌「週刊うえだ｣
を毎週土曜日に上田市とその周辺市町村およそ 
72,000 世帯に配布している。自然観察会の取材など
で何度か対応するうちに、『協力して何かできない
か』という話になった。いろいろ検討した結果、「通
信｣ほど字数は必要ないが、菅平の自然の紹介のよう
なコラムを担当することとなり、掲載場所も「週刊
うえだ｣の 1 面の上部に決まった。 

2011 年 7 月から始まったコラム「菅平高原のは
る・なつ・あき・ふゆ｣の 1 年目(2011 年 7 月～2012 
年 6 月)は教職員が記事を書いた。当初は 1 年で終
了予定だったが、週刊上田新聞社からの強い要望が
あり 2 年目(2012 年 7 月～2013 年 6 月)も継続
をすることになった。しかし、教職員だけの対応で
は負担が大きいため、学生にも原稿を依頼できるこ
ととなった。現在 3 年目(2013 年 7 月～2014 年 6 
月)を迎えているが、3 年目の原稿は、センターで開
催した公開講座の受講生であるナチュラリストの原
稿が多い(図 7)。これはナチュラリストの原稿でも
センターの教職員の校正があれば掲載可能であると
合意したためで、予定では 2014 年 6 月で連載終了
となる。 

５．まとめ 
東郷堂の協力により大きく発展してきた「通信｣

は 2013 年 12 月に第 30 号(図 8 、図 9 )を発行し
た。2014 年も 8 回の発行が予定されている。 
熱心な読者からは「新号はどこで手に入るのか？｣

とか「いつもの場所にないけれどどうしたのか？｣
という問い合わせがある。知人には「楽しみにして
いる｣という話を聞くが、センターまで反響が届くこ
とは少ない。週刊上田新聞社によると、「読者から
反響が届くようになるまでには時間が必要｣とアド
バイスをいただいている。地域に定着し、反響が届
くように「通信｣の発行を継続していきたい。 
本年度、センターは教育関係全国共同使用拠点に

認定された。来年度からは本年度以上に業務が増加
することが考えられる。限られた時間と人員の中で、
「通信｣発行を継続していくことは困難である。しか
し、大学での成果を一般の方に伝えていくこともセ
ンターの技術職員の業務の一つであるため、編集方
法や発行回数等を検討して、「通信｣の発行を維持し
ていきたい。また、記事集めを進めながらも、楽し
い紙面、多くの読者に目を止めてもらえる「通信｣
を心掛けていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7. 週刊うえだのコラム 
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ため、予定が立てやすくなった。年間スケジュール
が判明するため、記事の担当者をあらかじめ決める
ことができるようになった。先生方への記事の依頼
を実習の予定などと相談しながら行えるようになっ
た。また執筆した回数が目に見えるようになったた
め、記事の依頼をしやすくなった。 
第 7 号からの打ち合わせを進める中で、東郷堂か
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に「自由研究特集をお願いしたい。｣ということだっ
た。東郷堂の考える自由研究特集とは、小中学生の
夏休みの自由研究のネタやポイントをまとめた特集
号のことだった。 
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を進めるなかで、お互いの編集ソフトの違いから作
業に無駄が生じていることが指摘された。今後の発
行について検討した結果、編集ソフトの新規購入を
決めた。サンビームに相談し、Adobe 社 の Indesign 
を購入した。 
第 10 号(図 5 、図 6 )からは Indesign を使用し

て編集作業を開始したが、当初は使用方法が十分に
習得できず、編集作業に多くの時間が必要となった。
また、この第 10 号は東郷堂から要望のあった「自
由研究特集号｣とした。第 10 号はセンターの多くの
学生に協力していただき、普段の紙面構成とは大き
く異なり、自由研究のネタやコツを記事にまとめた。
留学生にも記事を書いていただき、英文のまま掲載
したが、英文についての評価は良くなかった。 
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か習得できなかったため、サンビームの担当者にセ
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ていただいた。その甲斐もあり最低限の使い方を習
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編集作業にも多くの時間を割かれることはなくなっ
た。Microsoft word では図や写真を挿入し、移動す
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ストレスなく行うことが出来た。また、題字には手
書き風のフォントを生かしたまま背景を入れること
もできるようになった。 

３．記事について 
創刊号から第 8 号までの発行間隔は 3 ヵ月程度

で時間的余裕もあったため、特に記事の担当者の予
定を考えることはせずに、希望者を募り記事をお願
いしていた。技官室で小さなコラムを担当し、その
掲載・非掲載で記事の不足分を調整しながら編集を
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めるようになった。 
記事の依頼は「字数｣、「締切｣、「関連する写真

もしくは絵｣、「掲載予定箇所｣を伝えている。一度
連絡を出すだけで上手く集まることはないため、二
度三度と連絡を出すようにしている。また、センター
を良く利用している先生方や、卒業研究等で滞在し
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うえだ｣の 1 面の上部に決まった。 
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る・なつ・あき・ふゆ｣の 1 年目(2011 年 7 月～2012 
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することが考えられる。限られた時間と人員の中で、
「通信｣発行を継続していくことは困難である。しか
し、大学での成果を一般の方に伝えていくこともセ
ンターの技術職員の業務の一つであるため、編集方
法や発行回数等を検討して、「通信｣の発行を維持し
ていきたい。また、記事集めを進めながらも、楽し
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サル白血球の分類と細胞化学による同定 

―血液塗抹標本による観察― 
佐藤 晶子 

筑波大学医学系技術室 

〒305-8575 茨城県つくば市天王台 1-1-1  

 

概要 
サル(カニクイザル)の末梢血液塗抹標本を作製し、

血液細胞の同定や鑑別に活用されている普通染色
(ロマノフスキー染色)および 3 種類の特殊染色(ペ
ルオキシダーゼ染色、ナフトール AS-D クロロアセ
テート エステラーゼ染色、αナフチルブチレート 
エステラーゼ染色)を行い、カニクイザル白血球の染
色性およびその染色法の有用性について検討をした。 
普通染色標本におけるサル末梢血液の染色性は良

好であり、白血球の鑑別に有用であった。 
また、特殊染色では、ペルオキシダーゼ反応は、

ヒト白血球と類似の染色性を示したが、エステラー
ゼ染色では一部違った反応所見が認められ、細胞の
同定の際には、これらのことを考慮しながら有用す
べきと思われた。 
 
キーワード：サル、白血球、ペルオキシダーゼ染

色、エステラーゼ染色 

１．はじめに 
今回、カニクイザル血液の貴重な検体を測定する

機会に恵まれ、ヒト血液細胞の形態学的観察や血球
の鑑別に用いられている普通染色および特殊染色の
手法を用いて、カニクイザル白血球の染色性やその
染色法の有用性について検討を行った。 
通常、普通染色は、ライト染色液、ギムザ染色液、

メイグリュンワルド染色液などの染色液を用いた単
染色あるいはライト－ギムザ染色、メイグリュンワ
ルド－ギムザ染色(パッヘンハイム染色)などのよう
な二重染色がある。また、普通染色は、ロマノフス
キー染色と総称されるように、染色液に混在してい
る塩基性色素(メチレン青、アズール)、酸性色素(エ
オジン)、メチレンアズールによるロマノフスキー効
果等により、各血球の核や顆粒や細胞質が多彩な固
有の色調に染色され、血球の鑑別に広く用いられて
いる[1]。現在は、これらの二重染色法が推奨されて
いるが、ライト染色法単染でも末梢血球の観察には
十分に優れていると思われるため、今回は、ライト
染色標本を用いて白血球の観察および白血球比率の
検討を試みた。 
特殊染色では、各血球の酵素や非酵素物質を検出

するために、各種の細胞化学染色法がある[2]。酵素
系の検出に、ミエロペルオキシダーゼ染色、エステ
ラーゼ染色、アルカリホスファターゼ染色、酸性ホ
スファターゼ染色などが用いられ、また非酵素物質
では、PAS 染色、鉄染色、脂肪染色、トルイジンブ
ルー染色などが行われて血液細胞の同定、疾患や病
態鑑別に活用されている。 

今回は、顆粒球・単球系細胞とリンパ球系細胞お
よび他の血球系の鑑別に威力を発揮しているペルオ
キシダーゼ染色[2, 3, 4]と、特に単球系細胞と顆粒球系
細胞の識別に活用されているエステラーゼ染色の2
つの染色法[2, 3, 4, 5]を用いて、各血球の染色性を比較
しながら有用性について検討をした。 

２．対象および方法 
EDTA 採血液を用いて、ウエッジ法でカニクイザ

ル末梢血液塗抹標本を作成し、普通染色および特殊
染色を行った。 
普通染色はライト染色を行い、酵素活性を検討す

る特殊染色は、塗抹標本作成後シリカゲルを入れた
容器に密封させて速やかに冷凍保存をした。染色時
に、冷風で解凍させ、ペルオキシダーゼ染色[3]、ナ
フトール AS-D クロロアセテート エステラーゼ染
色[4] (クロロアセテート Es 染色)、αナフチルブチ
レート エステラーゼ染色[5] (ブチレート Es 染色)
を行った。 

2.1  普通染色 (ライト染色法) 
1、血液塗抹標本上にライト染色液(武藤化学株式会

社) 1.5ml を滴下して 2 分間反応させ、固定染色
をする。 

 
2、その標本上に、リン酸緩衝液(1/150 M, pH 6.5) 2 ml 

を追加し、室温で 5 分間染色をする。 
 
3、標本を流水で水洗し、乾燥させ、観察用標本とし

た。 

2.2  ペルオキシダーゼ染色 (2,7- fluorene- 
diamine 法) 

1、血液塗抹標本上に基質液を滴下し、30 秒間反応
させる。 

 
基質液(4 ℃保存)： 

  ・ 80 ％メチルアルコール  25 ml  
  ・ 2,7-fluorenediamine      5 mg 溶解後に 

・ H2O2                  2 滴 
 
2、その標本上に、基質液の 2 倍量のトリス塩酸緩

衝液(pH 8.0～9.0)を追加し、室温で 10 分間反応
させる。 

 
3、標本を流水で水洗する。 
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